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［日常臨床で頻度の多い処置］

市原健太郎
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治療の進行とともに
患者の意識変化を実感した一症例
─前歯部審美障害への対応を通して─
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患者のバックグラウンド

初診時の状態

診査・診断，治療計画
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●患者 47

●主訴

●歯科既往歴

●バックグラウンド

●どのように診査を進め，診断したか

　患者の主訴や口腔内状態など，その背景はさまざまであるが，
「 1歯の治療にこだわること」，それがすべての基本であり，は
じめの 1歩といえよう．
　本欄では，患者の背景を踏まえつつ 1歯に対する治療にこだ
わる若手歯科医師に，どのように診査・診断し治療計画を立て，
治療結果を得たのか，その患者と信頼関係を築くまでの過程を
自己評価も含め提示いただく．また，師匠や先輩歯科医師から
のメッセージもあわせて掲載．

企画趣旨 1 歯の治療にこだわる！

市原健太郎
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治療の進行とともに患者の意識変化を実感した一症例

●診査結果および治療計画説明時の患者の様子
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治療結果の自己評価と患者の様子

師匠からのメッセージ
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●自己評価

●信頼関係が築けたと感じた瞬間

●今後の課題，力を入れていきたいこと

▲

ケースから感じること
　基礎的な歯科治療，たとえば根管治療や支台歯形成を
しっかりと学び，それを臨床に生かして結果をだしてい
ることがよくわかる．また，歯肉の炎症や歯周ポケット
の改善のために行う基本的な歯周治療や歯周外科治療に
関しては，前歯部の根尖側移動歯肉剥離掻爬術（全層弁）
をみるかぎりクレームのつけようがない．とくに全層弁
による根尖側移動剥離掻爬術は歯肉弁を根尖に移動し固
定することが大変難しいにもかかわらず，しっかりと目
的の位置に歯肉を固定縫合しており，歯周治療において
かなり経験を積んでいることがうかがえる．
　さらには，審美的な問題点を解決するための対応とし
て行った結合組織を用いた ridge augmentation は，熟練
を要する処置にもかかわらず，患者の審美的要求に十分
に応える見事な結果である．2の修復処置がカンチレバー
ブリッジになったことは残念であるが，審美的にはこの
選択が一番正しい治療計画であったのではないかと思う．
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▲

さらに成長してもらうためのメッセージ
　 2の抜歯後の歯槽堤の吸収に対する処置としては，軟
組織による ridge augmentation によりすばらしい結果
を得ているが，患者の苦痛から考えると手術部位が一か
所ですむ選択肢はなかったのだろうか？　たとえば抜歯
時に骨補填材を抜歯窩や唇側面に填入し，バリアメンブ
レンで抜歯窩を覆うことで抜歯窩の保存を行う socket 
preservation technique も，歯槽堤の保存において非常に
有効であると報告されているので，次症例においてトラ
イしてもよいのではないか．
　さらに，もし患者の経済的な余裕が許すならば 3 の捻
転や 3

3 の交叉咬合を改善することによって上顎前歯部の
より審美的な改善がみられたのではないかと思う．ま
た，カンチレバーブリッジを避け 3 を支台歯とした
②①① 2 ③のブリッジにすることで補綴物の強度を上げ
ることができたに違いない．
　最後に，術者も指摘しているように，患者がプラーク
コントロールをよりいっそうきちんと行うようにモチ
ベーションを高めると完璧な治療となったであろう．
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